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５ 返還の免除

以下の①から③の条件すべてを満たした場合は、返還債務が全額免除されます。

なお、返還債務の免除条件のうち、返還免除対象施設での従事期間が５年に満たない

場合であっても、修学資金の貸与を受けた期間以上従事した場合は、返還債務の一部免

除を受けることができます。

＜返還免除対象施設＞

静岡県内に所在する以下の施設を「返還免除対象施設」とします。

① 看護職員養成施設の最終学年で受験する国家試験等（准看護師養成課程につい

ては准看護師試験）に合格すること

⚠最終学年で受験する国家試験等に不合格だった場合は貸与を受けた修学資金

全額を返還することになります。

② 看護職員の免許を取得後直ちに、貸与規則で定める「返還免除対象施設」にお

いて看護職員としての業務に従事すること

③ 返還免除対象施設において、引き続き５年間（ 県の区域内の過疎地域等にお

いて従事した場合は、貸与を受けた期間に相当する期間）、看護職員の業務に

従事すること

１ 看護師・保健師・准看護師課程の卒業者

① 病床数 200 床未満の病院

② 精神病床が 80％以上を占める病院

③ ハンセン病療養所

④ 診療所

⑤ 医療型障害児入所施設

⑥ 児童福祉法第７条第２項の規定に基づき指定された独立行政法人国立病院機

構又は国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センターの設置する医療機

関

⑦ 介護老人保健施設

⑧ 介護医療院

⑨ 訪問看護等事業所

⑩ 県の区域内の過疎地域等をその区域に含む町（保健師のみ可）

２ 助産師課程の卒業者

① 分娩を取扱う病院

② 分娩を取扱う診療所

③ 助産所

④ こども家庭センター
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【県の区域内の過疎地域等において従事した場合の制度】

６ 返還の規定

(1) 返還事由

以下の①～④の条件いずれかに該当する場合は、修学資金の返還債務が発生します。

(2) 返還方法

・返還方法は、「月賦」、「半年賦」（年２回払い）での均等払い、「一括払い」のいずれ

かの方法を選択していただきます。

・返還期間は、貸与期間と同じ月数の範囲内で返還していただきます。なお、返還期

間途中での繰り上げ返還も可能です。

・この修学資金は無利息ですが、返還金の納入期限を遅延した場合には年 10.75％の

延滞利息が生じます。

卒業後、過疎地域等に所在する返還免除対象施設で従事した場合、返還債務の免除

に係る勤務期間が５年間から貸与期間に相当する期間に短縮されます。

○過疎地域等とそれ以外の地域とで従事した場合

過疎地域等で従事した期間については５年間換算した従事期間として算出します。

＜例＞３年間貸与を受けた場合

○過疎地域等でない返還免除対象施設 → ５年間勤務で全額免除

○過疎地域等にある返還免除対象施設 → ３年間勤務で全額免除（短縮）

＜５年間換算の計算式＞

５年間換算した従事期間（ヶ月）＝ ５（年間）×過疎地域に従事した期間（ヶ月）

貸与年数（年）

① 修学資金の貸与契約が解除されたとき

② 看護職員養成施設を卒業後１年以内に看護職員の免許を取得しなかったとき

※最終学年で受験する国家試験（准看護師養成課程は准看護師試験）に不合格だ

ったとき

③ 看護職員の免許取得後、直ちに返還免除対象施設において看護業務に従事しな

かったとき

④ 返還債務の全額免除条件を満たす前に看護業務外の理由により死亡し、又は

返還免除対象施設で看護業務に従事しなくなったとき
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